
第 25 期 中 間 決 算 公 告
東京都新宿区西新宿２丁目１番１号

PayPay銀行株式会社

代表取締役社長　田鎖 智人

(単位：百万円)

341,012 1,855,841

76,000 101,900

300,451 30,123

12,512 2,361

537,723 402

819,385 27,360
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2,517 15

11,684 3

2,576 1,988,578

△ 992

72,216

39,593

39,593

35,369

2,108

33,260

繰 越 利 益 剰 余 金 33,260

△ 6,994

140,185

△ 3,284

△ 3,284

136,901

2,125,479 2,125,479

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

現 金 預 け 金 預 金

科       目 金        額 科       目 金        額

偶 発 損 失 引 当 金

コ ー ル ロ ー ン

買 入 金 銭 債 権 そ の 他 負 債

借 用 金

無 形 固 定 資 産

（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 金

繰 延 税 金 資 産

金 銭 の 信 託 未 払 法 人 税 等

有 価 証 券 資 産 除 去 債 務

貸 出 金 そ の 他 の 負 債

外 国 為 替

退 職 給 付 引 当 金そ の 他 資 産

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

負 債 の 部 合 計

有 形 固 定 資 産

賞 与 引 当 金

２０２４年１２月２０日

中間貸借対照表（２０２４年９月３０日現在）

資 産 の 部 合 計 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

貸 倒 引 当 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

自 己 株 式

株 主 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計

資 本 剰 余 金



科         目 金 額

34,667

18,315

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） （ 15,543 ）

（うち有価証券利息配当金） （ 1,454 ）

14,813

843

695

28,613

705

（ う ち 預 金 利 息 ） （ 586 ）

（ う ち 借 用 金 利 息 ） （ 117 ）

13,841

36

13,303

727

6,053

4

6,048

2,000

△ 141

1,859

4,189

法 人 税 等 合 計

中 間 純 利 益 （ 損 失 ）

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益 （ 損 失 ）

税 引 前 中 間 純 利 益 （ 損 失 ）

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

そ の 他 経 常 収 益

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益

特 別 損 失

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 費 用

中間損益計算書
２０２４年　４月　１日から

２０２４年　９月３０日まで
（単位：百万円）



記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

重要な会計方針
1. 有価証券の評価基準及び評価方法

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券に
ついては時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っております。
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。

2. デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。

3. 固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産

有形固定資産は、建物は定額法、動産は定率法、その他は定額法を採用しております。また、主な耐用年数は
次のとおりであります。

建　物 １０年～１８年
動　産 ５年～１０年

　 その他 ５年
（2）無形固定資産

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における
利用可能期間（５年）に基づく定額法により償却しております。

4. 繰延資産の処理方法
株式交付費は資産として計上し、株式交付の時から3年にわたり定額法により償却しております。

5. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建資産・負債は、中間決算日の為替相場による円換算額を付しております。

6. 引当金の計上基準
（1）貸倒引当金

貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針」（日本公認会計
士協会銀行等監査特別委員会報告第４号令和４年４月14日）に規定する正常先債権及び要注意先債権に相当す
る債権については、ポートフォリオの特性に応じて、個人向けの非事業性ローン、事業性ローン、住宅ローン
（他行から譲り受けた債権を含む）別にグルーピングを行ったうえで、主として今後１年間の予想損失額又は
今後３年間もしくは予想される残存期間の予想損失額を見込んで計上しております。予想損失額は、１年間又
は３年間の貸倒実績もしくは予想される残存期間の倒産確率を見積り、これに担保の処分可能見込額又は保証
による回収可能額を考慮し計上しております。破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の
処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち必要と認める額を計上しております。
破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証によ
る回収可能見込額を控除した残額を計上しております。すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、各部
が資産査定を実施し、当該部署から独立したリスク統括部が査定結果を検証しており、その査定結果に基づい
て上記の計上を行っております。

（2）賞与引当金
賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間期
に帰属する額を計上しております。

（3）退職給付引当金
退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、
必要額を計上しております。退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当中間期末までの期間に帰属
させる方法については、給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異の費用処理方法は、各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（9年）
による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理する方法により計上しております。

（4）役員退職慰労引当金
役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づく当中間期末の要支給額を
計上しております。

7. 収益の計上方法
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務は、預金・貸出業務、為替業務及び投資信託関連業務
に係る役務の提供であり、約束した財又はサービスが顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け
取ると見込まれる金額で収益を認識しております。また履行義務が一定の期間にわたり充足されるものについて
は、経過期間に基づき収益を認識しております。



重要な会計上の見積り
会計上の見積りにより当中間期にその額を計上した項目であって、当事業年度以降に係る計算書類に重要な影響
を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。

１．貸倒引当金
(1)当中間期に係る計算書類に計上した額
貸倒引当金 ９９２百万円
(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
①算出方法
貸倒引当金の算出方法は、「重要な会計方針」「6．引当金の計上基準」「(1)貸倒引当金」に記載しておりま
す。
②主要な仮定
主要な仮定は予想損失額を見積もるための倒産確率及び損失見積り期間であります。
昨今の金利・物価上昇による貸出先のお客さまへの影響の懸念はありますが、現時点で非事業性ローン、事業性
ローン、住宅ローン（他行から譲り受けた債権を含む）のいずれも延滞等への影響は軽微であり、当社の予想損
失額の見積りに大きな影響はありません。
貸倒引当金の見積りは当中間期時点で利用可能な情報・事実に基づき、最善の見積りを行っております。
③当中間期以降に係る計算書類に及ぼす影響
現時点では、昨今の金利・物価上昇による経済への影響の及ぶ期間と程度を合理的に推定することはできません
が、経済への影響が継続する場合には、当社の将来収益及びキャッシュ・フローに影響を及ぼすなど、その見積
りに一定の不確実性が存在します。また、将来の不確実性により、最善の見積りを行った結果としての見積られ
た金額と事後的な結果との間に乖離が生じる可能性があります。

注記事項
（中間貸借対照表関係）
1. 銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。

なお、債権は、貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証
しているものであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、
貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるもの並びに
注記されている有価証券の貸付けを行っている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）
であります。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 １，０４５百万円
危険債権額 ３４百万円
三月以上延滞債権額 ２０５百万円
貸出条件緩和債権額 ２６３百万円
合計額 １，５４９百万円

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により
経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。
危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権
の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しな
いものであります。
三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生債
権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。
貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本
の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、
危険債権並びに三月以上延滞債権に該当しないものであります。
なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

2. 担保に供している資産は次のとおりであります。
担保に供している資産

有価証券 １４９，３８５百万円
担保資産に対応する債務

借用金 １０１，９００百万円
上記のほか、為替決済、デリバティブ取引等の取引の担保として、有価証券１０４，８０１百万円、預け金
３９百万円、及び先物取引差入証拠金２，３４７百万円を差し入れております。また、その他の資産には保証金
敷金７７８百万円が含まれております。

3. 当座貸越契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、
一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、
２５３，０６４百万円であります。
これらは全て原契約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無条件で取消可能なものであります。
これらの契約は、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由のあるときは、当社が実行申し込みを受け
た融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約後も定期的
に予め定めている社内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を
講じております。

4. 有形固定資産の減価償却累計額 ３，０３６百万円
償却累計額は減価償却累計額と減損損失累計額の合計額であります。

（追加情報）
貸出金のうち、動産・債権譲渡特例法に基づき、譲り受けた債権は１９３，１８８百万円であります。



（中間株主資本等変動計算書関係）
1. 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 （単位：株）

2. 配当に関する事項
当中間期中（2024年4月1日～2024年9月30日）の配当金支払額

（金融商品関係）

1. 金融商品の時価等及び時価のレベルごとの内訳等に関する事項
中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額、レベルごとの時価は、次のとおりであります。
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分
類しております。また、現金預け金、コールローン、外国為替については短期間（６ヶ月以内）で決済されるも
のが大半を占めており、時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属
するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（1）時価をもって中間貸借対照表計上額とする金融資産および金融負債（2024年9月30日現在）
（単位：百万円）

買入金銭債権(*1)
有価証券

その他有価証券
国債
地方債
社債
外国株式
外国債券
その他

資産計
デリバティブ取引(*2)(*3)

金利関連取引
通貨関連取引
株式関連取引
債券関連取引

デリバティブ取引計
（*1）買入金銭債権には、その他有価証券と同様の会計処理をしている証券化商品を記載しております。

（*2）その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を、正味の債権・債務の純額で表示しております。
　　  合計で正味の債務となる項目については、△で示しております。
（*3）デリバティブ取引のうち、ヘッジ会計を適用している取引はありません。

2024年6月24日

－ － － 
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－ 
－ 6,876 13,957 20,833 
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－ 5,010 － 5,010 

973 － 1,020 
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4,292 110,854 311,332 426,479 

△1 

100,000 －

－　 1,743,000 －合計 1,743,000 －　

自己株式

普通株式

合計 100,000 －　 －　

297,375 

基準日 効力発生日

2024年6月21日
定時株主総会

普通株式 1,231百万円 1,620円 2024年3月31日 2024年6月24日

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額

297,375 

2024年6月21日
定時株主総会

A種優先株式 1,573百万円 1,782円 2024年3月31日

－ 
－ 

－ 4,292 4,292 

摘要

発行済株式

普通株式

883,000 －　 －　 883,000 －優先株式

当事業年度
期首株式数

当中間期
増加株式数

当中間期
減少株式数

当中間期末
株式数

860,000 －　 －　 860,000 －

－ － － 
△1 － － 
45 973 － 

91,073 

100,000 －　 －　 100,000

－ 91,073 － 

区分
中間貸借対照表計上額

レベル1 レベル2 レベル3 合計

7,893 － 7,893 

－ － 



（2）時価をもって中間貸借対照表計上額としない金融資産および金融負債（2024年9月30日現在）
（単位：百万円）

買入金銭債権(*1)
金銭の信託
有価証券
 満期保有目的の債券

国債
地方債
社債

貸出金
貸倒引当金 (*2)

資産計
預金
借用金
負債計

（*1）買入金銭債権には、満期保有目的の債券と同様の会計処理をしている証券化商品を記載しております。

（*2）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

（注１）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
資　産
（1）買入金銭債権

買入金銭債権については、取引金融機関から提示された価格によっております。
なお、当初約定期間が短期間（６ヶ月以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿
価額を時価としております。これらにつきましては、レベル３に分類しております。

（2）金銭の信託
金銭の信託については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としており、レベル
２に分類しております。なお、保有目的ごとの金銭の信託に関する注記事項については、「（金銭の信託関
係）」に記載しております。

（3）有価証券
有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類して
おります。主に上場株式や国債がこれに含まれます。公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発
でない場合にはレベル２の時価に分類しております。主に地方債、社債、住宅ローン担保証券がこれに含ま
れます。相場価格が入手できない場合には、将来キャッシュ・フローの現在価値技法などの評価技法を用い
て時価を算定しております。評価に当たり重要な観察できないインプットを用いている場合には、レベル３
の時価に分類しております。
また、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、「（有価証券関係）」に記載しております。

（4）貸出金
貸出金については、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を市場金利に信
用リスク等を反映させた割引率で割り引いて時価を算定しております。このうち変動金利によるものは、短
期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と
近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。また、固定金利のうち当初約定期間が短期間
（６ヶ月以内）のものは、時価は簿価価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。
なお、返済期限の定めのない当座貸越につきましては、将来キャッシュ・フローの見積り額を、無リスク利子
率に一定の調整を加えたレートにて割り引いた現在価値をもって時価としております。
破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、担保及び保証による回収見込額等に基づい
て貸倒見積高を算定しているため、時価は中間決算日における中間貸借対照表上の債権等計上額から貸
倒引当金計上額を控除した金額に近似しており、当該価額を時価としております。
これらにつきましては、レベル３に分類しております。
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負　債
（1）預金

要求払預金については、中間決算日に要求に応じて直ちに支払うものは、その金額を時価としております。
また、定期預金については、一定の期間ごとに区分して、将来キャッシュ・フローを割り引いた割引現在価 
値により時価を算定しております。割引率は、市場金利を用いております。なお、残存期間が短期間（６ヶ
月以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。
これらにつきましては、レベル２に分類しております。

（2）借用金
借用金は、残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値を時価としており、レベル２に分
類しております。

デリバティブ取引
デリバティブ取引は、金利関連取引、通貨関連取引、株式関連取引、債券関連取引であり、取引所取引は取
引所等における最終の価格、店頭取引は割引現在価値をもって時価としており、取引所取引は主にレベル１、
店頭取引は主にレベル２に分類しております。

（注２）時価をもって中間貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債の内レベル３の時価に関する情報
(1)時価の評価プロセスの説明

当社では財務企画部及びリスク統括部にて時価の算定に関する方針、及び手続きを定めております。
第三者から入手した相場価格を使用する場合においては、時価評価に使用するインプットを用いて、当社
にて再計算した結果と比較等を行い、価格の妥当性を検証しております。

（有価証券関係）
貸借対照表の「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の貸付債権信託受益権等も含めて記載しております。

1. 満期保有目的の債券（2024年9月30日現在） （単位：百万円）

2. その他有価証券（2024年9月30日現在） （単位：百万円）

331,256 

時価が中間貸借対照表
計上額を超えるもの

小計 333,523 

合計

－  － 

14 

中間貸借対照表
計上額

時価 差額

19 

62,132 

△ 1,988 

地方債

その他 － 

38 

0 

36 

6,430 

411,695 409,707 

1,462 

6,485 

△ 2,266 

244 

8,326 

1,461 1 

種類
中間貸借対照表

計上額
取得原価 差額

債券

 － 

78,172 78,450 

社債 136,831 135,802 △ 1,028 

社債 4,894 

△ 55 

社債 90,273 

地方債

176,499 

その他

小計

国債 20,192 

時価が中間貸借対照表
計上額を超えないもの

社債 800 800 

61,888 

地方債

278 

8,312 

4,913 

その他
中間貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

25,868 

－  － 

△ 91 

23,607 

国債

外国債券 － 

小計 400,572 405,344 

93,835 中間貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

431,213 

△ 3,562 

合計 426,479 

278,742 

種類

4,292 4,551 △ 258 

－ 国債 － 

その他

地方債

その他 23,643 

小計 25,906 

21,011 △ 177 

債券

国債

△ 4,733 

△ 718 

外国債券

△ 4,771 

その他 279,460 

20,833 

175,352 △ 1,146 

3,076 3,077 0 

20,100 



3. 減損処理を行った有価証券

売買目的有価証券以外の有価証券のうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が
取得原価まで回復する見込があると認められないものについては、当該時価をもって中間貸借対照表計上額と
するとともに、評価差額を当中間期の損失として処理（以下「減損処理」という。）することとしております。
当中間期における減損処理額はありません。
また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、資産の自己査定基準において、有価証券の発行会社
の区分毎に次のとおり定めております。

破綻先、実質破綻先、破綻懸念先 時価が取得原価に比べて下落
要注意先 時価が取得原価に比べて30％以上下落
正常先 時価が取得原価に比べて50％以上下落

なお、破綻先とは破産、特別清算等、法的に経営破綻の事実が発生している発行会社、実質破綻先とは破綻先と
同等の状況にある発行会社、破綻懸念先とは現在は経営破綻の状況にないが今後経営破綻に陥る可能性が大きい
と認められる発行会社、要注意先とは今後の管理に注意を要する発行会社であります。また、正常先とは破綻先、
実質破綻先、破綻懸念先及び要注意先以外の発行会社であります。

（金銭の信託関係）
1. その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2024年9月30日現在） （単位：百万円）

その他の金銭の信託

（*）「うち中間貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの」「うち中間貸借対照表計上額が取得原価を超え

　　 ないもの」はそれぞれ「差額」の内訳であります。

（収益認識関係）
1. 顧客との契約から生じる収益を分解した情報 （単位：百万円）

経常収益
うち役務取引等収益

預金・貸出業務
為替業務

　　　代理業務
　　　投資信託関係業務
　　　その他役務

（*）上表には、企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」に基づく収益も含んでおります。

2. 収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報については、「重要な会計方針」「7.収益の計上方法」に記載しております。

（税効果会計関係）
1. 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。

繰延税金資産
その他有価証券評価差額金 百万円
貸倒引当金
未払事業税
退職給付引当金
繰延消費税
資産除去債務
賞与引当金
有価証券償却
減損損失（無形）
その他引当金
その他

繰延税金資産小計
評価性引当額
繰延税金資産合計
繰延税金負債

資産除去債務に係る有形固定資産
繰延税金負債合計
繰延税金資産の純額 百万円
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（１株当たり情報）
１株当たり純資産額 ８５，０２２円４６銭

純資産の部の合計額から控除する金額 ７２，２８３百万円
（うち優先株式払込金額） ６９，９３３百万円
（うち優先株式に係る中間純利益） ２，３５０百万円

普通株式に係る中間期末の純資産額 ６４，６１７百万円
普通株式の中間期末の株式数 中間株主資本等変動計算書関係に記載のとおり

１株当たりの中間純利益金額 ２，４１９円８２銭
普通株式に係る中間純利益 １，８３９百万円
中間純利益の差額（優先株式に係る中間純利益） 1株当たり純資産額に記載のとおり
普通株式の期中平均株式数 ７６０，０００株

普通株式以外の株式に係る１株当たり中間純利益 ２，６６１円８０銭

潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し
ておりません。
潜在株式はA種優先株式であり、株式数については中間株主資本等変動計算書関係に記載しております。

（自己資本比率）

銀行法施行規則第19条の2第1項第3号ロ(10)に規定する単体自己資本比率(国内基準)は、１８．４６％であります。


